【記入例】　様式第２号（第４条関係）
メイドインみやしろ推奨品認定申請書
　　　　　年　　　月　　　日　
　　　宮代町長　あて
所在（住所）　〒
（法人にあっては、本社の所在地）
[bookmark: _GoBack]事業者名
代表者名
電話番号

　下記商品等について、メイドインみやしろ推奨品の認定を受けたいので、メイドインみやしろ推奨品認定制度実施要綱第４条の規定により申請します。なお、以下の申請基準並びに実施要綱、募集要項を遵守することを誓約します。

記
	種　類
	☑加工品　□工芸品　□工業製品

	商品名
	さつまいもまんじゅう

	原材料
	さつまいもペースト（さつまいも、砂糖）白生餡、芋餡（さつまいも、砂糖、卵、マーガリン）水飴、砂糖、卵黄、米粉、小麦粉／トレハロース、グリシン、膨張剤、クチナシ色素、キビ色素、ｐＨ調整剤、（一部に卵・小麦・大豆を含む）
※品質表示基準のラベル等があれば裏面に貼付してください

	商品価格
	　　　　　　　３３０　円（税込）

	内容量
	６０ｇ×5個

	販売可能数量
	５０セット／1日
※１日または１か月あたり

	販売時期
	☑通年
□期間限定（１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２月）

	申請基準
チェック
リスト

	□宮代町内で製造（生産）又は加工された商品であること。
□関係法令等を遵守していること。
□商品の製造または生産販売に対する資格及び許可を有していること。
□町内で販売していること（申請日時点）。
□１年以上の販売実績があること（町外での販売実績でも可）。
□オリジナリティーがあること。
□宮代産農産物を１つ以上使用し、かつそれを商品の「アピールポイント」としていること（パンフレットやメニュー表、ホームぺージなどで紹介されている。）。
□宮代町をイメージできること（色や形から宮代町を連想できる）。

	商品のＰＲや開発秘話など
	この商品は、１０年前に私たちが素材を重視したお菓子にするという方針のもと町内農家を訪ね歩き、納得のいく素材にたどり着き製品化したものです。
製品化への道は、たやすいものではなく私たちが試行錯誤しながらいくつもの試作品を作っては、またつくるという繰り返しの末やっと完成した商品です。
手作りでの製法にこだわり、大量生産はできませんがひとつひとつに気持ちを込めて作り上げています。
ホームぺージでも町内産の農産物を使用した商品であることをＰＲしています。
お得意様からは、「お土産にピッタリでいつも購入しています」「食べやすい大きさなので孫も大好物です」という声をいただいています。

	独自性
	この商品は、試作を重ねた結果、独自の調味料の配合や成形方法により作り上げられた宮代産サツマイモをふんだんに使ったお菓子です。特に宮代産サツマイモにこだわりながら、餡の甘味にも力を入れています。
また、小さなお子さんにも食べていただけるように、小さな大きさのまんじゅうも販売しています。

	販売実績
	この商品は、当店でも一番の売れ筋商品で類似の値段の商品と比較しても２倍以上の販売額を誇っています。また、ふるさと納税でも○○件の注文をいただいています。



